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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第54期

第２四半期連結
累計期間

第55期
第２四半期連結
累計期間

第54期

会計期間

自平成23年
３月１日
至平成23年
８月31日

自平成24年
３月１日
至平成24年
８月31日

自平成23年
３月１日
至平成24年
２月29日

売上高（千円） 7,878,4808,521,92215,864,467

経常利益（千円） 390,195 708,088 604,821

四半期（当期）純利益（千円） 258,821 463,910 445,435

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
372,953 672,358 240,864

純資産額（千円） 11,950,25412,417,11111,793,208

総資産額（千円） 18,824,90419,088,80918,751,619

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
13.68 24.52 23.54

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 58.7 60.4 58.4

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
382,331 646,869 841,483

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△808,765△144,169△851,019

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△278,153△267,883△529,162

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
2,396,2232,702,0002,461,834

　

回次
第54期

第２四半期連結
会計期間

第55期
第２四半期連結
会計期間

会計期間

自平成23年
６月１日
至平成23年
８月31日

自平成24年
６月１日
至平成24年
８月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 2.86 6.19

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在

しないため記載しておりません。

４．第54期第２四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。　
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。

　また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　　　　　

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が

判断したものであります。

(1)　業績の状況

当第２四半期連結累計期間における世界経済は、欧州での債務問題を背景とした海外経済の減速化等が影響し

た円高の長期化や株価の下落等の要因により、景気の先行きは依然として不透明な状況で推移いたしました。

また、わが国の経済は、東日本大震災の復興需要を背景とした回復の兆しがみられるものの、電力の安定供給へ

の懸念、消費税論議にともなう消費マインドの低下や欧州問題に起因する金融市場の混乱など、経済活動の本格的

な回復の妨げになっております。

当社グループの主要な取引先であります自動車産業界におきましては、東日本大震災及びタイ大洪水からの復

旧、あるいはエコカー補助金等の影響をうけて、生産の回復基調が鮮明となりました。

こうした環境のもと、当社グループといたしましては、中期経営戦略に掲げた「特殊工具のオンリーワン・カン

パニーとなる」「加工点のトータル・エンジニアリング・カンパニーとなる」といったテーマのもと、取引先と

の取引深耕に努め、受注確保を図ってまいりました。

その結果、売上高は85億２千１百万円（前年同四半期比8.2％増）、営業利益５億８千７百万円（前年同四半期

比75.4％増）、経常利益７億８百万円（前年同四半期比81.5％増）、四半期純利益４億６千３百万円（前年同四半

期比79.2％増）となりました。

　

セグメントの業績は次のとおりであります。

①日本

東日本大震災からの復旧により、自動車産業界における国内生産は回復基調にあり、また新興国市場向けの設備

投資等が好調に推移いたしました。

その結果、工具、治具、自動車用試作部品等の需要が増加し、売上高は55億２千１百万円（前年同四半期比16.7％

増）、セグメント利益は３億９千７百万円（前年同四半期比237.5％増）となりました。

②アジア

中国、韓国、東南アジアの自動車産業界でのおう盛な設備投資意欲等にけん引され、工具の需要は堅調に推移し

ました。

その結果、売上高は17億５千７百万円（前年同四半期比3.6％減）、セグメント利益は１億５千５百万円（前年

同四半期比13.6％増）となりました。

③北米

自動車産業界における自動車生産の回復を受け、工具の需要が増加に転じてまいりました。

その結果、売上高は５億９百万円（前年同四半期比25.8％増）、セグメント利益は８百万円（前年同四半期は１

千９百万円のセグメント損失）となりました。

④オセアニア

豪ドル高にともなう国内製品の競争力低下、国内の小売業界不調等の影響を受け、当地域において販売しており

ます住宅用断熱資材、バブルバック製品の需要は減少いたしました。

その結果、売上高は５億９千８百万円（前年同四半期比12.1％減）、セグメント利益は２千７百万円（前年同四

半期比10.2％増）となりました。

⑤その他　

当地域におきましては、売上高は１億３千４百万円（前年同四半期比43.4％減）、セグメント損失は２百万円

（前年同四半期は２千５百万円のセグメント利益）となりました。　 
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(2)　財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末の財政状態につきましては、総資産は前連結会計年度末と比較して、３億３千７百

万円増加して190億８千８百万円となりました。

これは主に、現金及び預金が４億５千万円、投資有価証券が１億円、それぞれ減少したものの、有価証券が７億４

千１百万円、商品及び製品が１億４千６百万円、それぞれ増加したことなどによるものであります。

また、負債は前連結会計年度末と比較して、２億８千６百万円減少して66億７千１百万円となりました。

これは主に、短期借入金が２億円減少したことなどによるものであります。

また、純資産は前連結会計年度末と比較して、６億２千３百万円増加して124億１千７百万円となりました。

これは主に、利益剰余金が４億２千６百万円、為替換算調整勘定が１億７千１百万円、それぞれ増加したことな

どによるものであります。

なお、当第２四半期連結会計期間末の自己資本比率は60.4％となっております。

　

(3)　キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における連結ベースの現金及び現金同等物（以下、「資金」という）は、前連結会

計年度末と比較して、２億４千万円増加し、27億２百万円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果、得られた資金は６億４千６百万円（前年同四半期比69.2％増）となりました。

これは主に、税金等調整前四半期純利益５億８千８百万円、減価償却費４億５百万円、たな卸資産の増加額２億

４千９百万円などによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果、使用した資金は１億４千４百万円（前年同四半期比82.2％減）となりました。

これは主に、有形固定資産の取得による支出３億２千６百万円などによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果、使用した資金は２億６千７百万円（前年同四半期比3.7％減）となりました。

これは主に、短期借入金の純減少額２億円、長期借入れによる収入４億円、長期借入金の返済による支出４億２

千６百万円などによるものであります。

 

(4)　事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(5)　研究開発活動

当第２四半期連結累計期間における当社グループ全体の研究開発活動の金額は４千万円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

　

(6)　従業員数 

当第２四半期連結累計期間において、当社グループの従業員数について著しい増減はありません。

　

(7)　生産、受注及び販売の実績 

当第２四半期連結累計期間において、生産、受注及び販売の実績について著しい変動はありません。

　

(8)　主要な設備 

当第２四半期連結累計期間において、主要な設備の著しい変動及び前連結会計年度末における計画の著しい変

更はありません。　
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 50,000,000

計 50,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成24年８月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年10月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 21,533,891 21,533,891
名古屋証券取引所

市場第二部

　単元株式数

　1,000株　

計 21,533,891 21,533,891 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

当第２四半期会計期間において発行した新株予約権は、次のとおりであります。

決議年月日 平成24年６月12日

新株予約権の数（個） 556

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 556,000

新株予約権の行使時の払込金額（円） 222

新株予約権の行使期間
自　平成26年７月13日

至　平成29年７月12日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発

行価格及び資本組入額（円）

発行価格 　　　　222

資本組入額　 　　111

新株予約権の行使の条件  　　　　　　　(注)

新株予約権の譲渡に関する事項     　　　　　 取締役会の承認を要する

代用払込みに関する事項  －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項  －

(注)　新株予約権の行使の条件は次のとおりであります。

１．新株予約権の割当てを受けた者（以下、「新株予約権者」という）は、権利行使時において当社取締役、監

査役、従業員及び当社子会社等の取締役、従業員の地位にあることを要するものとします。

　　ただし、任期満了による退任、定年退職その他正当な理由のある場合はこの限りでないものとします。

２．新株予約権者が死亡した場合は、相続を認めないものとします。

　　ただし、業務上にかかる原因により新株予約権者が死亡した場合に限り、取締役会の決議によりその相続人の

相続を認めるものとします。

３．新株予約権者は、新株予約権個数の全部又は一部につき行使することができるものとします。

　　ただし、一部を行使する場合には、割当てられた新株予約権の整数倍の単位で行使するものとします。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。
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（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成24年６月１日～

平成24年８月31日 
－ 21,533,891 － 2,882,016 － 4,132,557

 

（６）【大株主の状況】

　 平成24年８月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

　株式会社ナステック 　愛知県名古屋市緑区大高町下塩田18番地 1,161 5.39

　有限会社シーマックス 　愛知県豊田市吉原町平子26番地 1,150 5.34

　株式会社晃永 　東京都品川区南大井６丁目17番１号 1,050 4.88

　森　誠 　愛知県豊田市 888 4.12

　富士精工従業員持株会 　愛知県豊田市吉原町平子26番地 706 3.28

　株式会社大垣共立銀行 　岐阜県大垣市郭町３丁目98番地 558 2.60

　株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 　東京都千代田区丸の内２丁目７番１号 461 2.14

　森　仁志 　愛知県豊田市 428 1.99

　三菱マテリアル株式会社 　東京都千代田区大手町１丁目３番２号 386 1.80

　第一生命保険株式会社 　東京都千代田区有楽町１丁目13番１号 313 1.45

計 － 7,103 33.00

　（注）上記以外に当社所有の自己株式2,618千株（発行済株式総数に対する所有株式数の割合12.16％）があります。
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（７）【議決権の状況】

　①【発行済株式】

 平成24年８月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式    2,618,000
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式   18,714,000 　18,714 －

単元未満株式 普通株式      201,891 － －

発行済株式総数 　　　　   21,533,891 － －

総株主の議決権 －   18,714 －

　

　②【自己株式等】　

 平成24年８月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

富士精工株式会社
豊田市吉原町平子26

番地
2,618,000 － 2,618,000 12.16

計 － 2,618,000 － 2,618,000 12.16

２【役員の状況】

　該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成24年６月１日から平成

24年８月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成24年３月１日から平成24年８月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について有限責任 あずさ監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年２月29日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年８月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,477,296 2,026,790

受取手形及び売掛金 4,668,160 4,662,803

有価証券 323,439 1,064,525

商品及び製品 1,175,068 1,321,103

仕掛品 375,240 462,923

原材料及び貯蔵品 267,670 297,709

繰延税金資産 111,917 109,152

その他 197,092 258,182

貸倒引当金 △15,312 △16,536

流動資産合計 9,580,573 10,186,653

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,366,106 2,331,064

機械装置及び運搬具（純額） 2,850,389 2,844,770

土地 1,329,476 1,331,884

建設仮勘定 82,590 64,367

その他（純額） 132,960 130,866

有形固定資産合計 6,761,524 6,702,953

無形固定資産 174,829 179,204

投資その他の資産

投資有価証券 1,853,112 1,752,699

長期貸付金 4,553 3,906

繰延税金資産 46,674 53,861

その他 365,326 244,507

貸倒引当金 △34,976 △34,976

投資その他の資産合計 2,234,691 2,019,997

固定資産合計 9,171,045 8,902,155

資産合計 18,751,619 19,088,809
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年２月29日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年８月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,073,172 1,051,468

短期借入金 600,000 400,000

1年内返済予定の長期借入金 1,589,529 1,564,827

未払法人税等 64,849 31,717

賞与引当金 90,631 122,503

関係会社整理損失引当金 24,756 24,756

繰延税金負債 1 29,130

その他 918,800 938,288

流動負債合計 4,361,740 4,162,692

固定負債

長期借入金 671,861 674,467

退職給付引当金 1,628,252 1,590,477

繰延税金負債 97,609 53,184

その他 198,947 190,876

固定負債合計 2,596,670 2,509,006

負債合計 6,958,411 6,671,698

純資産の部

株主資本

資本金 2,882,016 2,882,016

資本剰余金 4,165,413 4,165,413

利益剰余金 5,553,332 5,979,406

自己株式 △733,297 △733,844

株主資本合計 11,867,464 12,292,991

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 147,636 134,714

為替換算調整勘定 △1,073,449 △902,390

その他の包括利益累計額合計 △925,812 △767,675

新株予約権 4,862 9,427

少数株主持分 846,693 882,367

純資産合計 11,793,208 12,417,111

負債純資産合計 18,751,619 19,088,809
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年３月１日
　至　平成23年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年３月１日
　至　平成24年８月31日)

売上高 7,878,480 8,521,922

売上原価 6,138,841 6,522,441

売上総利益 1,739,638 1,999,481

販売費及び一般管理費 ※
 1,404,829

※
 1,412,148

営業利益 334,809 587,333

営業外収益

受取利息 26,377 32,600

受取配当金 8,144 10,037

持分法による投資利益 43,512 133,872

デリバティブ評価益 36,147 15,204

その他 43,675 59,540

営業外収益合計 157,857 251,254

営業外費用

支払利息 38,240 30,085

売上割引 7,754 5,764

為替差損 53,681 77,368

その他 2,795 17,281

営業外費用合計 102,471 130,499

経常利益 390,195 708,088

特別利益

固定資産売却益 644 3,039

貸倒引当金戻入額 366 －

特別利益合計 1,011 3,039

特別損失

固定資産除売却損 7,001 4,919

投資有価証券評価損 6,444 96,284

ゴルフ会員権評価損 2,266 －

その他 750 21,497

特別損失合計 16,462 122,702

税金等調整前四半期純利益 374,744 588,424

法人税、住民税及び事業税 77,827 76,258

法人税等調整額 △1,466 1,917

法人税等合計 76,360 78,176

少数株主損益調整前四半期純利益 298,383 510,248

少数株主利益 39,561 46,338

四半期純利益 258,821 463,910
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年３月１日
　至　平成23年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年３月１日
　至　平成24年８月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 298,383 510,248

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △118,278 △12,922

為替換算調整勘定 205,812 139,014

持分法適用会社に対する持分相当額 △12,963 36,017

その他の包括利益合計 74,570 162,109

四半期包括利益 372,953 672,358

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 315,480 622,047

少数株主に係る四半期包括利益 57,473 50,311
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年３月１日
　至　平成23年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年３月１日
　至　平成24年８月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 374,744 588,424

減価償却費 416,540 405,238

デリバティブ評価損益（△は益） △36,147 △15,204

持分法による投資損益（△は益） △43,512 △133,872

退職給付引当金の増減額（△は減少） △56,403 △37,351

賞与引当金の増減額（△は減少） 60,940 31,872

貸倒引当金の増減額（△は減少） 222 1,059

受取利息及び受取配当金 △34,522 △42,637

支払利息 38,240 30,085

有形固定資産除売却損益（△は益） 6,357 1,880

投資有価証券評価損益（△は益） 6,444 96,284

売上債権の増減額（△は増加） △129,065 14,863

たな卸資産の増減額（△は増加） △41,997 △249,529

仕入債務の増減額（△は減少） △185,028 △22,355

その他 54,024 77,676

小計 430,837 746,435

利息及び配当金の受取額 74,353 52,984

利息の支払額 △31,424 △30,507

法人税等の支払額 △91,435 △122,043

営業活動によるキャッシュ・フロー 382,331 646,869

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の取得による支出 △1,001,260 △83,981

有価証券の売却による収入 468,432 141,132

有形固定資産の取得による支出 △269,595 △326,981

有形固定資産の売却による収入 2,242 5,711

貸付けによる支出 △1,217 △1,295

貸付金の回収による収入 1,954 1,688

定期預金の払戻による収入 － 20,000

その他 △9,320 99,557

投資活動によるキャッシュ・フロー △808,765 △144,169

EDINET提出書類

富士精工株式会社(E01503)

四半期報告書

14/21



（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年３月１日
　至　平成23年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年３月１日
　至　平成24年８月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △100,000 △200,000

長期借入れによる収入 － 400,000

長期借入金の返済による支出 △172,751 △426,449

自己株式の取得による支出 △185 △546

配当金の支払額 △818 △37,429

少数株主への配当金の支払額 △1,216 △275

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △3,181 △3,181

財務活動によるキャッシュ・フロー △278,153 △267,883

現金及び現金同等物に係る換算差額 37,867 5,348

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △666,719 240,165

現金及び現金同等物の期首残高 3,062,942 2,461,834

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 2,396,223

※
 2,702,000
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【継続企業の前提に関する事項】

該当事項はありません。

　　

【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

該当事項はありません。　

　

【会計方針の変更等】

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第２四半期連結累計期間（自　平成24年３月１日　至　平成24年８月31日） 

該当事項はありません。 

　

【財政状態、経営成績又はキャッシュ・フローの状況に関する事項で、企業集団の財政状態、経営成績及びキャッシュ

・フローの状況の判断に影響を与えると認められる重要なもの】

該当事項はありません。　

　

【追加情報】

当第２四半期連結累計期間
（自  平成24年３月１日
至  平成24年８月31日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

  第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の

訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計

基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

　　　　該当事項はありません。

 

（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成23年３月１日
至　平成23年８月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成24年３月１日
至　平成24年８月31日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

役員報酬 56,216千円

給料手当 613,312

賞与引当金繰入額 19,768

退職給付費用 43,767

減価償却費 42,665

研究開発費 25,088

役員報酬 65,429千円

給料手当 599,109

賞与引当金繰入額 34,287

退職給付費用 45,698

減価償却費 42,817

研究開発費 40,551
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成23年３月１日
至　平成23年８月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成24年３月１日
至　平成24年８月31日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

 （平成23年８月31日現在）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

 （平成24年８月31日現在）

現金及び預金勘定 2,413,075千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金　 △20,000

有価証券（ＭＭＦ）　 3,147

現金及び現金同等物 2,396,223

現金及び預金勘定 2,026,790千円

有価証券（ＭＭＦ等）　 675,210

現金及び現金同等物 2,702,000

  

　　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成23年３月１日　至　平成23年８月31日）

１．配当金支払額

　該当事項はありません。

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の

末日後となるもの

　該当事項はありません。　

　

３．株主資本の著しい変動に関する事項

　株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成24年３月１日　至　平成24年８月31日）

１．配当金支払額

（決  議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年５月24日
  定時株主総会

普通株式 37,837 2  平成24年２月29日 平成24年５月25日利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の

末日後となるもの

（決  議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年10月12日
  　取締役会

普通株式 56,746 3  平成24年８月31日 平成24年11月13日利益剰余金

　

３．株主資本の著しい変動に関する事項

　株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成23年３月１日　至平成23年８月31日）　

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　
（単位：千円）　

 報告セグメント　
その他
(注)１　

合計　
調整額
(注)２　

四半期連結
損益計算書
計上額　　
(注)３　

　 日本 アジア 北米 オセアニア 計

売上高         　

外部顧客への売

上高
4,730,9191,823,580405,513681,3947,641,407237,072  7,878,480 － 7,878,480

セグメント間の

内部売上高又は

振替高

678,478209,378 519 － 888,3752,583   890,958△890,958 －

計 5,409,3972,032,958406,032681,3948,529,783239,656  8,769,439△890,9587,878,480

セグメント利益　　

　又は損失（△）
117,790137,045△19,74325,034260,12525,162   285,28849,521334,809

(注) １ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、欧州の現地法人の事業活動
であります。

　　 ２ セグメント利益又は損失(△)の調整額49,521千円は、セグメント間取引消去であります。
　　 ３ セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。　

　
２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

該当事項はありません。　

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成24年３月１日　至平成24年８月31日）　

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　
（単位：千円）　

 報告セグメント　
その他
(注)１　

合計　
調整額
(注)２　

四半期連結
損益計算書
計上額　　
(注)３　

　 日本 アジア 北米 オセアニア 計

売上高         　

外部顧客への売

上高
5,521,1521,757,983509,980598,6078,387,723134,199  8,521,922 － 8,521,922

セグメント間の

内部売上高又は

振替高

773,630262,826 198 － 1,036,6564,047  1,040,703△1,040,703 －

計 6,294,7822,020,810510,179598,6079,424,379138,246  9,562,626△1,040,7038,521,922

セグメント利益　

又は損失（△）　　

　

397,484155,631 8,703 27,586589,406△2,363   587,042 290 587,333

(注) １ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、欧州の現地法人の事業活動
であります。

　　 ２ セグメント利益又は損失(△)の調整額290千円は、セグメント間取引消去であります。
　　 ３ セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。　

　
２．報告セグメントの変更等に関する事項　

（事業セグメントの利益又は損失の算定方法の変更）

　提出会社の管理部門及び研究開発費等にかかる費用は前連結会計年度まで報告セグメントに帰属しない

全社費用として調整額に含めておりましたが、第１四半期連結会計期間よりセグメントの業績評価を精緻

化するために費用の配分方法を細分化しております。

　なお、この変更は前第２四半期連結累計期間についても遡及適用しております。　

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

該当事項はありません。
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（金融商品関係）

金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動はありま

せん。

 

（有価証券関係）

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動はありま

せん。

　

（デリバティブ取引関係）

　デリバティブ取引の四半期連結会計期間末の契約額等は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動はありま

せん。

 

（企業結合等関係）

該当事項はありません。

　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成23年３月１日
至　平成23年８月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成24年３月１日
至　平成24年８月31日）

１株当たり四半期純利益金額 13円68銭 24円52銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益金額（千円） 258,821 463,910

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 258,821 463,910

普通株式の期中平均株式数（千株） 18,919 18,916

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

平成23年５月19日定時株主総会

決議による平成23年７月９日発

行ストック・オプション（新株

予約権）普通株式502千株　

平成24年５月24日定時株主総会

決議による平成24年７月13日発

行ストック・オプション（新株

予約権）普通株式556千株

なお、概要は「第３　提出会社の

状況　１　株式等の状況　(2)新株

予約権等の状況」に記載のとお

りです。　

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため

記載しておりません。　　　

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

　

２【その他】

平成24年10月12日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。 

(イ）配当金の総額………………………………………56,746千円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………３円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成24年11月13日

（注）  平成24年８月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成24年10月12日

富士精工株式会社

取締役会　御中

有限責任 あずさ監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 木造　眞博　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 岸田　好彦　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている富士精工株式会社

の平成24年３月１日から平成25年２月28日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成24年６月１日から平成

24年８月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成24年３月１日から平成24年８月31日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フ

ロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、富士精工株式会社及び連結子会社の平成24年８月31日現在の財政状態並

びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。 
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